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2008 中学入試(速報 2) 

厳選された入試へ、2/1 本番直前。 

入試状況(出願・入試結果)中間レポート 2 

中学受験の四谷大塚(本社：東京都中野区)は、1 月 26 日までに出願状況(出願締切)および既 

に入試を終了した埼玉入試・千葉入試はじめ結果を公表している中学入試の結果を集計し、今年 

度の入試結果をレポートした。 

2008 入試 結果速報 実質倍率 2.2 倍 

入試を終え実受験者数・合格者数を公表した 85 校の募集定員合計は、7,053 名。その募集に 

対して出願者合計は、75,813 名(昨年対比▲331)と 0.4%微減となったが、出願倍率は 10.7 倍。 

これに対し、実受験者は 67,033 名（昨年対比+1,364）と 2.1%増加したが、合格者合計は 31,163 

名(昨年対比▲471)と 1.5%減少し、実質倍率(実受験者合計÷合格者合計)は 2.2 倍と昨年度の 2.1 

倍よりやや難化し、厳しさは継続している。 

また、今年の特徴として、実受験率(実受験者合計÷出願者合計)の上昇が挙げられる。昨年 

の実受験率 86.2%が、今年は 88.4%と上昇している。「本当に行きたい中学校」に出願し、受験する 

という、まさに「厳選された戦い」の様相を呈している。実受験者は 2/1 以降の入試でも増え、実質 

倍率は上がってくると分析している。 

なお、1月実施の埼玉・千葉入試は、2/1 から東京・神奈川入試が開始される前哨戦のため、併 

願校とする受験者が多く、合格者の手続き率等を勘案して多めに合格者数を発表することから、 

出願倍率と実質倍率は乖離する。 

2008 入試 出願動向は微増 

東京都はじめ出願受付はまだ続くが、出願受付を締め切りその結果を公表した首都圏の約半 

数に当たる 159 校の出願動向を集計しまとめた。 

同 159 校の募集定員合計は、16,058 名。その募集に対して出願者合計は、125,578 名(昨年対 

比+569)と 0.5%増加し、出願倍率は 7.8 倍。 

なお、2/1 から入試が開始される注目する学校群の出願状況を、 

①開成・桜蔭はじめとする 2/1 最難関校、 

②東京都立中高一貫校 

について、一覧表にまとめた。



①開成・桜蔭はじめとする 2/1 最難関校 

┉雙葉が昨対比 11%増加、麻布が 1%増加も、開成が 6%減少、武蔵が 3%減少、桜蔭が 2%減少、 

女子学院 4%減少。6 校合計では、昨年より 85 人少ない 1.8%減少も出願倍率は 3.4 倍と激戦。 

早稲田実業は、初等部初の卒業生が中等部に内部進学する関係から、募集定員が約半分 

に減員(男子▲71・女子▲33)したことにより敬遠され、出願者数が男子では 47%減少し、女子で 

も44%減少した。しかしながら、男子が出願倍率5.2倍・女子が同倍率5.4倍と高く、狭き門となっ 

ている。 

学校名 

合格 
可能性 
80% 

偏差値 

入試日 定員 
男女 

区分 
教科数  2008 

出願者数 

出願 
倍率 

昨年比 

1 開成  70  2/1  300  男  4  1,089  3.6  94% 
2 麻布  66  2/1  300  男  4  1,030  3.4  101% 
3 武蔵  64  2/1  160  男  4  597  3.7  97% 
4 桜蔭  70  2/1  240  女  4  561  2.3  98% 
5 女子学院  68  2/1  240  女  4  807  3.4  96% 
6 雙葉  66  2/1  100  女  4  456  4.6  111% 

6校合計  1,340  4,540 
▲ 85 昨対比 

出願倍率  3.4  98.2% 増減率 

学校名 

合格 
可能性 
80% 

偏差値 

入試日 定員 
男女 

区分 
教科数  2008 

出願者数 

出願 
倍率 

昨年比 

1 駒場東邦  66  2/1  240  男  4  677  2.8  89% 
2 早稲田実業  65  2/1  79  男  4  409  5.2  53% 
3 慶應普通部  64  2/1  170  男  4  756  4.4  89% 
4 桐朋  61  2/1  190  男  4  657  3.5  95% 
5 サレジオ学院  60  2/1  100  男  4  512  5.1  99% 
6 早稲田実業  68  2/1  42  女  4  228  5.4  56% 
7 フェリス女学院  64  2/1  180  女  4  456  2.5  99% 
8 学習院女子  62  2/1  90  女  4  301  3.3  86% 
9 横浜共立学園  61  2/1  150  女  4  406  2.7  103% 
10 横浜雙葉  61  2/1  90  女  4  236  2.6  87% 

10校合計  1,331  4,638 
▲ 843 昨対比 

出願倍率  3.5  84.6% 増減率 

なお、2/1 難関校で出願受付中または締め切った結果を公表していない主な学校は、 

早稲田、海城、芝、逗子開成、鷗友学園女子、吉祥女子、洗足学園、立教女学院、渋谷教育学園 

渋谷等。 

補足:サレジオ学院・学習院女子・横浜共立学園は何れも A 試験。



②東京都立中高一貫校 

┉新設される武蔵高附属と立川国際中等教育学校で、出願者数合計 3,810 名。新設二校分の 

純増とはならなかったが、7 校合計で 9,133 名と昨年対比で 2,984 名増加・48.5%増加した。 

学校名 
試験 
名称 

合格可能性 
80% 

偏差値 

入試日 定員 
男女 

区分 
2008 

出願者数 

出願 
倍率 

昨年比 

1 小石川中等教育学校 一般  60  2/3  80  男  688  ­  89% 
小石川中等教育学校 一般  60  2/3  80  女  537  ­  81% 
小石川中等教育学校 特別  ­  2/1  男  2  ­  100% 
小石川中等教育学校 特別  ­  2/1  女  1  ­  ­ 

2 両国高附属  54  2/3  60  男  394  6.6  71% 
両国高附属  55  2/3  60  女  406  6.8  67% 

3 九段中等教育学校  54  2/3  80  男  467  5.8  92% 
九段中等教育学校  56  2/3  80  女  498  6.2  83% 

4 桜修館中等教育学校  52  2/3  80  男  431  5.4  87% 
桜修館中等教育学校  54  2/3  80  女  660  8.3  93% 

5 白鴎高附属 一般  48  2/3  80  男  440  ­  96% 
白鴎高附属 一般  50  2/3  女  716  ­  103% 
白鴎高附属 特別AB  ­  2/1  男  49  ­  102% 
白鴎高附属 特別AB  ­  2/1  女  34  ­  89% 

6 武蔵高附属  58  2/3  60  男  916  15.3  新設 
武蔵高附属  60  2/3  60  女  957  16.0  新設 

7 立川国際中等教育学校 一般  52  2/3  65  男  759  11.7  新設 
立川国際中等教育学校 一般  54  2/3  65  女  1,131  17.4  新設 
立川国際中等教育学校 帰国  ­  1/26  30  男  26  1.6  新設 
立川国際中等教育学校 帰国  ­  1/26  女  21  新設 

東京都(公立)7校合計  960  9,133 
2,984 昨対比 

出願倍率  9.5  148.5% 増減率 

受験生の合格指導 

受験本番で力を出し切らせるポイント 

1.健康管理 

2.メンタルケア 

3.プラス思考で、終わったことをくよくよしない、引きずらないこと 

4.既習事項の復習⇒新しいものを覚えるより既習事項を確実にする 

四谷大塚は、入試激励会において、上記のポイントを踏まえ、今まで努力してきた内容に自信を 

持って試験に向かわせてほしいと受験生と保護者に訴えた。 

中学受験動向等、上記以外にも資料をご用意しております。 

お気軽にお問い合わせください。



■株式会社ナガセについて■ 

1976 年創立。大学受験向け予備校の東進ハイスクール（首都圏を中心に 85 の直営校）や、全 

国 47 都道府県に 800 校舎を配す東進衛星予備校（フランチャイズ契約）を展開。質の高い授業と 

独自の学習システムによって、東大現役合格 403 名など高い合格実績を実現し、現在では約 10 

万人の現役高校生が通う、日本最大規模の予備校となっています。また、2006 年 10 月からグ 

ループ化した四谷大塚(中学受験)ほか、出版事業、東進ビジネススクール(大学生・社会人対象) 

など、「社会に貢献する人財を育てる」を企業哲学とした教育サービスを展開しています。 

■四谷大塚について■ 

1954 年創立。首都圏を中心に、多数の合格者を有名中学に送り出してきた学習塾。中学受験 

最強の教科書“予習シリーズ”、全国最大となる 2 万人を超える受験生が競う“合不合判定テス 

ト”、首都圏の直営 16 校舎での質の高い“レベル別指導”、そして豊富な“教育情報”を提供して 

きました。また、首都圏で定評のあった「四谷大塚」のノウハウを活かして、日本全国の有力塾や 

東進衛星予備校の加盟校との新ネットワーク「四谷大塚ＮＥＴ」のサービスを、2008 年春から開始 

します。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社ナガセ 広報部：市村、加藤 

〒180­0003 東京都武蔵野市吉祥寺南町 1­29­2 
電話 0422-44-9001 FAX0422-44-9129 

ホームページ www.toshin.com E-mail pub@toshin.ac.jp


